
日当たりのよい岩壁や樹幹上に着生する。茎は細長く、匍匐してまばらに分枝し、所々から太い根を出す。
葉は互生して、左右2列に並び、その鞘は茎を被う。葉身は革質で、やや短針形、長さ7-10mm、鈍頭、表

面に溝がある。6-8月、2-3mmの短い花柄上にただ1花と1-2個の苞をつける。花は淡紅色、ときに淡黄緑
色。

県内では2ヶ所に知られている。

生育地である岩場や樹林等の保全を行うとともに盗掘
防止対策が必要である。

A

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：小林禧樹

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

本州（関東以西の太平洋側）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…ムカデラン
環境省ランク… VUPelatantheria  scolopendrifolia  (Makino) Aver.


